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(57)【要約】
　医療装置を内視鏡へ接続するためのアダプタ及び方法
が提供され、ここでアダプタ及び内視鏡は互換性のない
コネクタを有する。アダプタは、細長い医療装置へ接続
するための接合コネクタを有する近位端部分と、内視鏡
のアクセサリチャネルへ操作可能に接続するよう適合さ
れる遠位端とを含む第１の部分を含んでいる。第１の部
分は、また、接合コネクタより遠位に位置決めされ、接
合コネクタの直径よりも大きい直径を有するフランジと
、フランジから遠位端へ遠位に延在する管状体であって
、アクセサリチャネル内への少なくとも部分的な挿入の
ための大きさ及び形状とされる管状体とを含んでいる。
第１の部分の内腔は近位端部分から遠位端へ第１の部分
を通って延在し、ここで内腔はそれを通る医療装置の一
部分を受けるよう適合されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療装置を内視鏡へ接続するためのアダプタであって、前記医療装置及び前記内視鏡は
互換性のないコネクタを有し、前記アダプタは、
　第１の部分であって、
　　細長い医療装置へ接続するための接合コネクタを有する近位端部分と、
　　前記内視鏡のアクセサリチャネルへ操作可能に接続するよう適合される遠位端と、
　　前記接合コネクタより遠位であり、前記接合コネクタの直径よりも大きい直径を有す
る第１のフランジと、
　　前記第１のフランジから前記遠位端へ遠位に延在する管状体であって、前記アクセサ
リチャネル内への少なくとも部分的な挿入のための大きさ及び形状とされる管状体と、
　　前記近位端部分から前記遠位端へ前記第１の部分を通って延在する内腔であって、そ
れを通る前記医療装置の一部分を受けるよう適合される内腔と
を備える第１の部分を備える、アダプタ。
【請求項２】
　前記内視鏡の前記コネクタに接触するための表面とそれを通って延在する内腔とを有す
る第２の部分を更に備え、前記第２の部分の前記内腔はそれを通る前記管状体を受ける大
きさ及び形状とされる、請求項１に記載のアダプタ。
【請求項３】
　前記第１のフランジは１つ以上の凹みを備える握持部分を備える、請求項１に記載のア
ダプタ。
【請求項４】
　第２のフランジを更に備え、前記第２のフランジは握持部分を備える、請求項１に記載
のアダプタ。
【請求項５】
　前記第２の部分は前記内視鏡上の前記コネクタの下に延在するよう適合されるフランジ
を備える、請求項２に記載のアダプタ。
【請求項６】
　前記第２の部分は前記第１の部分よりも大きい可撓性を有する、請求項２に記載のアダ
プタ。
【請求項７】
　前記第２の部分は前記内視鏡の前記コネクタを取り囲み、前記第１の部分の前記管状体
は前記第２の部分を通り、前記アクセサリチャネル内へ延在する、請求項２に記載のアダ
プタ。
【請求項８】
　前記第２の部分は、前記第２の部分が前記内視鏡の前記コネクタと前記第１の部分との
間に位置決めされるように、前記第１の部分の下面上の溝に少なくとも部分的に嵌合する
、請求項２に記載のアダプタ。
【請求項９】
　第３の部分を更に備え、前記第３の部分は前記第２の部分の上に少なくとも部分的に嵌
合し、前記第３の部分は前記第２の部分を前記コネクタの上に固定する、請求項２に記載
のアダプタ。
【請求項１０】
　前記第３の部分は前記第２の部分に比べて剛体である、請求項９に記載のアダプタ。
【請求項１１】
　前記第３の部分は、前記アダプタを前記内視鏡へ固定するよう開位置から閉位置へ可動
なロッキングタブを備える、請求項９に記載のアダプタ。
【請求項１２】
　前記第１のフランジは前記第２の部分の前記内腔内部に位置決め可能であり、前記管状
体の前記遠位端は前記アクセサリチャネル内へ延在する、請求項４に記載のアダプタ。
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【請求項１３】
　前記内視鏡の前記コネクタの上に嵌合するシールを更に備え、前記管状体の前記遠位端
が前記アクセサリチャネル内へ延在するように、前記第１の部分は前記シールの内腔を通
って延在する、請求項１に記載のアダプタ。
【請求項１４】
　医療装置を内視鏡へ固定する方法であって、前記医療装置及び前記内視鏡は互換性のな
いコネクタを有し、前記方法は、
　前記第１の部分の遠位端が前記内視鏡のアクセサリチャネル内へ延在するように、アダ
プタの第１の部分の管状体を内視鏡内へ挿入することと、
　前記医療装置が前記第１の部分上で前記接合コネクタへ接続可能であるように、前記第
１の部分の近位端部分上の接合コネクタが前記内視鏡の前記コネクタの近位に延在するよ
うに、前記第１の部分を前記内視鏡のコネクタと操作可能に接触させることと
を含む、方法。
【請求項１５】
　可撓性の第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタの上に位置決めすることと、前記第１
の部分の前記管状体を前記第２の部分の内腔を通って挿入することとを含む、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタへ固定するよう第３の部分を前記第２の部
分の一部分の上に位置決めすることを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタへ固定するよう前記第３の部分上のロッキ
ングタブを開位置から閉位置へ動かすことを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２の部分の前記第３の部分を位置決めする前に前記第２の部分の前記内腔を通っ
て前記管状体を挿入することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　シールを前記内視鏡の前記コネクタの上に位置決めすることと、前記管状体の遠位端が
前記アクセサリチャネル内に位置決めされるように前記シールの内腔を通って前記第１の
部分の前記管状体を挿入することとを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記医療装置の遠位端が前記管状体を通って、前記アクセサリチャネル内へ延在するよ
うに医療装置を前記アダプタ内へ挿入することと、前記医療装置を前記第１の部分の前記
接合コネクタへ接続することとを更に含む、請求項１４～１９のいずれか一項に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　この出願は、２０１６年７月１３日に出願された米国仮特許出願第６２／３６１，８１
６号明細書の利益を主張し、その全てを本明細書中に引用して組み込む。
【０００２】
　この発明は、一般に、内視鏡内に挿入可能な細長い医療装置を受けるためのアダプタに
関し、特に、複数の型の内視鏡のアクセサリチャネルポートへ接続するためのアダプタに
関する。
【背景技術】
【０００３】
　内視鏡装置及び処置は、臓器の詳細な検査によって様々な症状を診断、観察、及び治療
するために用いられてもよい。背景として、従来の内視鏡は、概して、身体の内部領域の
内側を可視化するための装置及び１つ以上の治療装置をそれを通して挿入するための内腔
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を有する機器である。幅広い用途が、例として、以下の：関節鏡、血管内視鏡、気管支鏡
、胆道鏡、大腸内視鏡、膀胱鏡、十二指腸内視鏡、小腸内視鏡、上部消化管内視鏡（胃鏡
）、腹腔鏡、咽頭鏡、鼻咽頭腎盂鏡、Ｓ状結腸鏡、胸腔鏡、及び尿管鏡（個々に及び集合
的に、「内視鏡」）を含む内視鏡の一般的な分野に対して開発されている。
【０００４】
　幾つかの内視鏡装置において、内部領域の可視化はビデオカメラを用いて得られてもよ
い。ビデオカメラは視野内の外科的な計測及び処置を観察するよう視野を提供する。超音
波診断も、視野内の外科的処置を監視するために用いられている。超音波内視鏡検査（Ｅ
ＵＳ）は生体組織又はエコー源性表面の画像を生成するために高周波音波を利用する。超
音波は内視鏡の先端に位置するトランスデューサから発せられる。エコー源性表面を有す
る手術器具は、超音波を反射し、内視鏡医が患者内の装置の位置を監視することを可能に
する。
【０００５】
　幾つかの処置において、医療装置は臓器にアクセスするよう内視鏡を通って挿入される
。例えば、針等の細長い装置は診断及び治療のために内視鏡のアクセサリチャネルを通っ
て挿入されてもよい。
【０００６】
　異なる会社によって製造される内視鏡は、細長い医療装置と接続するためにアクセサリ
チャネルポートにおいて異なる型のコネクタを有する可能性がある。アクセサリチャネル
ポートにおける異なる型のコネクタは、それぞれの細長い医療装置がそれぞれ異なる型の
内視鏡のための適切なコネクタを含むことを必要とする。様々な異なる型の細長い医療装
置に関する異なるコネクタに対する要件は、医療処置中に用いられるであろう内視鏡の種
類に応じて、医療装置の増加する在庫に対する必要性を大幅に増加させる。増加する在庫
は、また、これらの医療処置に関連するコストを増加させる。
【０００７】
　任意の種類の内視鏡のアクセサリチャネルポートへ普遍的に接続可能であり、内視鏡医
によって選択される細長い医療装置を受ける大きさ及び形状とされる部分を含むアダプタ
を有することが望ましい。また、複数の型の内視鏡と用いられてもよく、これがそれぞれ
の型の内視鏡へ固着可能であり、且つ、それへ固着される場合に内視鏡に対して回転しな
いアダプタを有することが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は上で説明した欠点のうちの１つ以上を解決するか又は向上させ
る特徴を有する内視鏡のためのアダプタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的は、医療装置を内視鏡へ接続するよう構成されるアダプタを提供することに
よって一態様において得られ、アダプタ及び内視鏡は互換性のないコネクタを有している
。アダプタは第１の部分を含んでいる。第１の部分は、細長い医療装置へ接続するための
接合コネクタを有する近位端部分と、内視鏡のアクセサリチャネルへ操作可能に接続する
よう適合される遠位端とを含んでいる。第１の部分は、また、接合コネクタより遠位に位
置決めされ、接合コネクタの直径よりも大きい直径を有するフランジと、フランジから遠
位端へ遠位に延在する管状体であって、アクセサリチャネル内への少なくとも部分的な挿
入のための大きさ及び形状とされる管状体とを含んでいる。第１の部分の内腔は近位端部
分から遠位端へ第１の部分を通って延在し、ここで内腔はそれを通る医療装置の一部分を
受けるよう適合されている。
【００１０】
　医療装置及び内視鏡が互換性のないコネクタを有する、医療装置を内視鏡へ固定する方
法が提供される。方法は、第１の部分の遠位端が内視鏡のアクセサリチャネル内へ延在す
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るように、アダプタの第１の部分の管状体を内視鏡内へ挿入することと、医療装置が第１
の部分上で接合コネクタへ接続可能であるように、第１の部分の近位端部分上の接合コネ
クタが内視鏡のコネクタの近位に延在するように、第１の部分を内視鏡のコネクタと操作
可能に接触させることとを含んでいる。
【００１１】
　本発明の利点は、例証として示され、説明されている発明の好ましい実施形態の以下の
説明から当業者にとってより明らかとなるであろう。認識されるように、発明は他の及び
異なる実施形態が可能であり、その詳細は様々な点において修正が可能である。従って、
図面及び説明は、本質において例示的なものとして見適合されるべきであり、制限するも
のとして見適合されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、コネクタとのアクセサリチャネルを有する内視鏡の部分側面斜視図であ
る。
【図２】図２は、図１に示すコネクタに対する代替のコネクタとのアクセサリチャネルを
有する内視鏡の部分側面斜視図である。
【図３】図３は、アダプタが内視鏡へ接続されている、本発明の一実施形態によるアダプ
タの部分断面図である。
【図４】図４は、図３に示すアダプタの第２の部分の断面図である。
【図５】図５は、図３に示すアダプタの部分側面図である。
【図６】図６は、図３のアダプタの部分側面図である。
【図７】図７は、ロッキング部分を有するアダプタの一実施形態の部分側面図である。
【図８】図８は、ロッキング部分が閉位置にある、図７に示すアダプタの部分側面図であ
る。
【図９】図９は、本発明によるアダプタの一実施形態の側面斜視図である。
【図１０】図１０は、図９に示すアダプタの一実施形態の断面図である。
【図１１】図１１は、本発明によるアダプタの一実施形態の分解図である。
【図１２】図１２は、図１１に示すアダプタの斜視図である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、図１２に示すアダプタの斜視図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、内視鏡内へ挿入される、図１３Ａに示すアダプタの部分斜視図
である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、図９に示すアダプタの斜視図である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、内視鏡内へ挿入される、図１４Ａに示すアダプタの部分斜視図
である。
【図１５】図１５は、本発明によるアダプタの斜視図である。
【図１６】図１６は、アクセサリチャネルへ密接に嵌合される、図１５に示すアダプタの
斜視図である。
【図１７】図１７は、アダプタが閉じられ、アクセサリチャネルへ接続された、図１５に
示すアダプタの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　この発明は、同様の構成要素が同様の符号で参照される図面を参照して説明される。こ
の発明の様々な構成要素の関係性及び機能は、以下の詳細な説明によって良好に理解され
る。しかし、この発明の実施形態は図面に示す実施形態に限定されない。図面は正確な縮
尺ではなく、ある特定の例において、従来の製作及び組み立て等の本発明の理解に必要と
しない詳細が省略されていることは、理解すべきである。
【００１４】
　明細書中に用いられるように、用語近位及び遠位は、患者へ挿入するための内視鏡及び
細長い医療装置を操作する医師から見たものとして理解すべきである。故に、用語遠位と
は、医師から最も遠い装置の一部を意味し、用語近位とは、医師に最も近い装置の一部を
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意味する。
【００１５】
　図１及び２は、医療装置を内視鏡２０のアクセサリチャネル２４へ接続するために用い
られてもよい２つの異なる型のコネクタ２２、２３を示す内視鏡２０の例示部分を示して
いる。内視鏡２０上の他の型及び大きさのコネクタも可能である。図１は、医療装置を内
視鏡２０のアクセサリチャネル２４へ接続するためのコネクタ２２を有する内視鏡２０の
一部を示している。図１は、コネクタ２２を通って延在する医療装置及び内腔４０との接
続のための、フランジ２６及び円筒形を有するステム２９を有するコネクタ２２を示して
いる。図２は、図１に示すコネクタ２２へ接続するための医療装置上の接続部分とは異な
る医療装置上の接続部分を必要とする内視鏡２０へ医療装置を接続するための異なる型の
コネクタ２３を示している。図２に示すコネクタ２３は、コネクタ２３を通って延在する
医療装置及び内腔４０との接続のための、フランジ３１及びステム３２の両側面に２つの
平坦面３３を有するステム３２を含んでいる。
【００１６】
　本明細書中に説明するアダプタの実施形態は、医療装置をコネクタへ接続するための内
視鏡上の任意の型のコネクタと用いられてもよく、それにより、アダプタは内視鏡のアク
セサリチャネル上で異なる型のコネクタへの医療装置の万能な接続を可能にする。本明細
書中に説明するアダプタは例示のコネクタ２２に対する基準接続であるが、しかし、当業
者は、アダプタが内視鏡のアクセサリチャネル上の任意の型のコネクタへ接続するよう構
成されることを理解するであろう。
【００１７】
　図３は、本発明の実施形態による内視鏡２０のアクセサリチャネル２４のコネクタ２２
へ医療装置を接続するためのアダプタ１００の一実施形態の断面図を示している。アダプ
タ１００は、接合インサートを含む第１の部分１０２と、接合インサート部分１０２を受
け、アダプタ１００を内視鏡２０上のコネクタ２２へ接続するよう適合される第２の部分
１０４とを含んでいる。図３に示すように、接合インサート部分１０２は、医療装置の一
部分と接合するよう構成される第１の部分１０２の近位部分１１４上のルアー型コネクタ
１１２等の接合コネクタを含む。第１のインサート部分１０２は、また、内視鏡２０の作
業チャネル２４へ挿入されるべき医療装置の一部分を受ける大きさ及び形状とされ、それ
を通って延在する内腔１１６を有する管状体１１５も含む。本明細書中に説明する幾つか
の実施形態において、管状体１１５は管状体１１５の遠位端１３４へ向かって内側にテー
パが付けられてもよい。第１の部分１０２は、また、近位部分１１４上であり、接合コネ
クタ１１２より遠位に位置決めされるフランジ１１８を含んでいてもよい。フランジ１１
８は、内視鏡２０への接続のために医療装置を正確に位置決めするよう接合コネクタ１１
２から離れて位置決めされてもよい。幾つかの実施形態において、フランジ１１８は接合
コネクタ１１２と隣接していてもよい。フランジ１１８は接合コネクタの直径よりも大き
い直径を有している。フランジ１１８は、以下で説明するように、第１の部分１０２を第
２の部分１０４へ挿入するよう作業者によって握持されてもよい。
【００１８】
　アダプタ１００の第２の部分１０４は、コネクタ２２を覆って嵌合し且つコネクタ２２
のフランジ２６を取り囲む大きさ及び形状とされる蓋として成形されてもよい。幾つかの
実施形態において、第２の部分１０４は略円筒形であってもよいか又は円錐状とされても
よい。第２の部分１０４はコネクタ２２のフランジ２６の下に延在して第２の部分１０４
をコネクタ２２上に保持するフランジ１２２を含んでいてもよい。第２の部分は、第２の
部分の一部分がコネクタ２２のフランジ２６と当接するように、内視鏡２０のコネクタ２
２を覆って嵌合する大きさ及び形状とされる開口部１２４を含んでいてもよい。第２の部
分１０４の開口部１２４及びフランジ１２２は、例えば、ステムが円筒形構成を有するか
又はステムが１つ以上の平面部分を含む場合、開口部１２４が内視鏡２０上の任意のコネ
クタを受け入れるような大きさとされている。フランジ１２２は、また、任意のコネクタ
のフランジの下に嵌合するよう適合されている。第２の部分１０４及び開口部１２４を示
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す図３及び４を参照されたい。
【００１９】
　第２の部分１０４は、内視鏡２０のアクセサリチャネル２４と操作可能に接続し、それ
を通って延在する内腔１２６を含んでいる。図５に示すように、第１の部分１０２の管状
体１１５は、フランジ１１８が第２の部分１０４の上面１３０に当接するまで、第２の部
分１０４の内腔１２６を介して挿入されてもよい。第２の部分１０４の内腔１２６は、第
１の部分１０２の管状体１１５が摩擦嵌め等によって内腔１２６内部に固く嵌合するよう
な大きさ及び形状とされてもよい。第１の部分１０２は第２の部分１０４の内腔１２６を
通って延在する長さを有し、第１の部分１０２の遠位端１３４は内視鏡２０の作業チャネ
ル２４に延在する。第２の部分１０４は、第２の部分１０４がコネクタ２２を覆って嵌合
するよう曲げることができるように、可撓性のエラストマー材料からできていてもよい。
アダプタ１００は内視鏡２０へ取外し可能に接続するために構成される。第１の部分１０
２及び第２の部分１０４は、互いに関して独立して可動であってもよく、共に組み立てら
れ、次いで、コネクタ２２へ接続されてもよいか、又は、第２の部分１０４をコネクタ２
２へ接続し、第１の部分１０２を第２の部分１０４の内腔１２６を介して挿入することに
よって、コネクタ２２へ別々に接続されてもよい。
【００２０】
　幾つかの実施形態において、アダプタ１００は、第２の部分１０４を覆って嵌合し、第
２の部分１０４を内視鏡２０のコネクタ２２へ固定する第３の部分１０６を含んでいても
よい。図６～８は、第２の部分１０４を覆って嵌合する大きさ及び形状とされる第３の部
分１０６を示している。幾つかの実施形態において、第３の部分１０６は、ゴム又はエラ
ストマーの第２の部分１０４を覆って嵌合される硬質プラスチックの第３の部分１０６等
の第２の部分よりも硬い材料からできていてもよい。第３の部分１０６は、第１の部分１
０２が第２の部分１０４の内腔１２６へ挿入されて、図６において第２の部分１０４を覆
って位置決めされて示されている。図７及び８は、第１の部分のフランジ１１８が第２の
部分１０４の上面１３０に当接するように、第２の部分１０４の内腔１２６へ挿入される
第１の部分１０２の管状体１１５を示している。第２の部分１０４の一部分は、第１の部
分１０２が内腔１２６へ及びアクセサリチャネル２４内へ容易に挿入されてもよいように
、第３の部分１０６から外に近位に延在してもよい。幾つかの実施形態において、第３の
部分１０６は、コネクタ２２のフランジ２６の下のフランジ１２２の位置決めを容易にす
るようフランジ１２２の周囲で第２の部分１０４の周囲を取り囲んでもよい。
【００２１】
　幾つかの実施形態において、第３の部分１０６は、図７に示す開位置から図８に示す閉
位置へ向けて可動であるロッキングタブ１４０を含んでいてもよい。閉位置にあるロッキ
ングタブ１４０により、アダプタ１００は図８に示すように内視鏡２０のコネクタ２２へ
固定される。ロッキングタブ１４０は内視鏡２０への接続からアダプタ１００を取り外す
よう開位置へ動かされてもよい。幾つかの実施形態において、第１の部分１０２が第２の
部分１０４へ挿入された後、ロッキングタブ１４０は閉位置へ動かされる。幾つかの実施
形態において、第３の部分１０６は、作業者が第２の部分１０４を第３の部分１０６と共
にコネクタ２２へ接続するように、第２の部分１０４と予め組み立てられてもよい。第１
の部分１０２は、コネクタ２２への第２の部分１０２の接続前又はその後に内腔１２６へ
挿入されてもよい。
【００２２】
　図９及び１０は、本発明の実施形態による内視鏡２０のアクセサリチャネル２４のコネ
クタ２２へ医療装置を接続するためのアダプタ２００の一実施形態を示している。アダプ
タ２００は第１の接合インサート部分２０２を含んでいる。接合インサート部分２０２の
管状体２１５は、第１の部分２０２が内視鏡２０へ操作可能に接続される場合、第１のイ
ンサート部分２０２の遠位部分２３４がアクセサリチャネル２４内に位置決め可能である
ように、内視鏡２０のアクセサリチャネル２４へ挿入する大きさ及び形状とされる。第１
のインサート部分２０２は第１の部分２０２の近位部分２１４上のルアー型コネクタ２１
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２等の接合コネクタを含む。医療装置が接合コネクタ２１２へ接続し、管状体２１５を通
って、第１の部分２０２の内腔２１６を介して内視鏡２０のアクセサリチャネル２４へ延
在することができるように、内腔２１６は第１の部分２０２を通って延在し、アクセサリ
チャネル２４へ接続する。第１のインサート部分２０２は、また、内視鏡２０のコネクタ
２２に接触するよう適合される下面２２０を有するフランジ２１８も含んでいる。フラン
ジ２１８はルアー型コネクタ２１２の直径よりも大きい直径を有している。幾つかの実施
形態において、下面２２０はコネクタ２２の上面と接合するよう適合される溝２２１を含
んでいてもよい。幾つかの実施形態において、下面２２０は平坦であってもよい。
【００２３】
　幾つかの実施形態において、第１の部分２０２は、アクセサリチャネル２４への／から
のアダプタ２００の挿入又は取外しを容易にするために作業者の親指又は指を受けるよう
１つ以上の凹み２２７を有する握持フランジ２２６を含んでいてもよい。握持フランジ２
２６は接合コネクタ２１２とフランジ２１８との間に位置決めされてもよく、握持フラン
ジ２２６は接合コネクタ２１２及びフランジ２１８の直径よりも大きい直径を有していて
もよい。幾つかの実施形態において、アダプタ２００は、アダプタ２００が一体型インサ
ートであるように単一構造でできている。一体型インサートアダプタ２００は、管状体２
１５がアクセサリチャネル２４内部に少なくとも部分的に位置決めされ、フランジ２１８
の下面が内視鏡２０のコネクタ２２のフランジ２６に操作可能に接触するように、内視鏡
２０へ挿入されてもよい。以下で説明し、図１４Ｂに示すように、アダプタ２００は、ま
た、コネクタ２２を覆って嵌合する可撓性シールと共に用いられてもよい。
【００２４】
　図１１及び１２は、本発明の実施形態による内視鏡２０のアクセサリチャネル２４のコ
ネクタ２２へ医療装置を接続するためのアダプタ３００の一実施形態を示している。アダ
プタ３００は第１の接合インサート部分３０２及び第２の部分３０４を含んでいる。第２
の部分３０４は、図１１において第１の部分３０２から分離し、図１２において第１の部
分３０２へ接続されて示されている。第１の接合インサート部分３０２の管状体３１５は
、第１の部分３０２が内視鏡２０へ操作可能に接続される場合、第１のインサート部分３
０２の遠位部分３３４がアクセサリチャネル２４内に位置決め可能であるように、内視鏡
２０のアクセサリチャネル２４へ挿入する大きさ及び形状とされる。第１のインサート部
分３０２は第１の部分３０２の近位部分３１４上のルアー型コネクタ３１２等の接合コネ
クタを含む。医療装置が接合コネクタ３１２へ接続し、管状体３１５を通って、第１の部
分３０２の内腔３１６を介して内視鏡２０のアクセサリチャネル２４へ延在することがで
きるように、内腔３１６は第１の部分３０２を通って延在し、アクセサリチャネル２４へ
接続する。
【００２５】
　第１のインサート部分３０２は、アクセサリチャネル２４への／からのアダプタ３００
の挿入又は取外しを容易にするために作業者の親指及び／又は指を受けるよう１つ以上の
凹み３２７を有していてもよい握持フランジ３２６を含んでいてもよい。握持フランジ３
２６の直径は接合コネクタ３１５の直径よりも大きい。握持フランジ３２６は、また、溝
３２８に第２の部分３０４の一部分を受ける大きさ及び形状とされる握持フランジ３２６
の下面３３０に溝３２８を含んでいてもよい。幾つかの実施形態において、溝３２８は円
形に成形された第２の部分３０４を受けるよう円形であってもよい。他の実施形態におい
て、溝は楕円形又は曲線或いは第２の部分３０４の一部分を受けることができる任意の形
状であってもよい。溝３２８の形状は第２の部分３０４の同様に成形される近位端３４２
と接合するよう構成することができる。
【００２６】
　第２の部分３０４は、第１の部分３０２の管状体３１５を受ける大きさ及び形状とされ
、それを通って延在する内腔３３６を含んでいる。図１２は、第２の部分３０４の内腔３
３６を通って延在する管状体３１５及び第１の部分３０２の溝３２８内に位置決めされる
第２の部分３０４の近位端３４２を示している。第２の部分３０４は、内視鏡２０のコネ
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クタ２２に接触するよう適合される遠位面３４４を含んでいる。下面３４４は平坦であっ
てもよいか、又は、上で説明した実施形態と同様にコネクタ２２の上面と接合するよう適
合される溝を含んでいてもよい。第２の部分３０４は、アダプタ３００が内視鏡２０のア
クセサリチャネル２４内へ挿入される場合、第２の部分３０４を任意の大きさ及び形状の
コネクタ２２に抗して位置決めすることができるように、内視鏡２０のコネクタ２２に抗
して位置決めされる可撓性材料からできていてもよい。
【００２７】
　幾つかの実施形態において、アダプタ２００及びアダプタ３００は図１３Ｂ及び１４Ｂ
に示すように可撓性シール３８０と共に用いられてもよい。可撓性シール３８０はアクセ
サリチャネル２４において現行のコネクタ２２及び内視鏡２０の本体を覆って嵌合する。
シール３８０はアクセサリチャネル２４へ操作可能に接続する内腔３８３のための開口部
３８２を含んでいる。シール３８０は、内視鏡２０のコネクタ２２の上のシール３８０の
配置を容易にすることを助けるよう１つ以上のタブ３８４を含んでいてもよい。シール３
８０の内腔３８３は第１の部分２０２、３０２の管状体２１５、３１５をそれぞれ受ける
大きさとされている。幾つかの実施形態において、第２の部分３０４は開口部３８３内部
に位置決めされてもよい。代替として、第２の部分３０４の下面３４４はアダプタ３８０
の上面３８５と当接してもよい。両代替例において、管状体３１５は内腔３８３を通って
、内視鏡２４のアクセサリチャネル２４内へ延在する。
【００２８】
　図１４Ａ及び１４Ｂは、シール３８０と共に用いられるアダプタ２００を示している。
図１４Ｂに示すように、アダプタ２００は、管状体２１５が内視鏡２０のアクセサリチャ
ネル２４内部に位置決めされるように、開口部３８２を通ってシール３８０の内腔３８３
を通して挿入されてもよい。フランジ２１８は、握持フランジ２２６がシール３８０の上
面３８５に隣接するように、開口部３８２内部に位置決めされてもよい。
【００２９】
　アダプタ２００、３００がアクセサリチャネル２４内で管状体２１５、３１５と位置決
めされる場合、接合コネクタ２１２、３１２は、医療装置が接合コネクタ２１２、３１２
へ接続され、管状体２１５、３１５を通り、内視鏡２０のアクセサリチャネル２４内へ延
在してもよいように位置決めされる。
【００３０】
　図１５～１７は、本発明のアダプタ４００の一実施形態を示している。アダプタ４００
は第１の部分４２２及び第２の部分４２４を有して図１５に示されている。図１５に示す
ように、第１の部分４２２は、コネクタ２２を受け、コネクタ２２に抗するシールを形成
する大きさ及び形状とされる凹部４３２を含んでいてもよい。幾つかの実施形態において
、別体の封止部材４３４は、細長い医療装置が封止部材４３４を貫通し、流体及び汚染物
がアダプタ４００に侵入するか又はそれを出ることを禁止することを可能にするよう設け
られてもよい。第１の部分４２２は、その中にシール４３４を有し、内視鏡２０のアクセ
サリチャネル２４へ操作可能に接続する第１の部分４２２を通って画成される開口部４４
４を含んでいる。接合コネクタ４５０は、アダプタ４００への細長い医療装置の簡単な接
続のために開口部４４４に設けられてもよい。所望の細長い医療装置と接続する任意の型
のコネクタ４５０がアダプタ４００の第１の部分４２２上に設けられてもよい。細長い医
療装置は、細長い医療装置の軸が開口部４４４及び４０を通り、アクセサリチャネル２４
内へ延在するように、アダプタ４００のコネクタ４５０へ接続することができる。第１の
部分４２２は、第２の部分４２４に対する第１の部分４２２の開閉を容易にすることを助
けるよう１つ以上の握持部分４４０を含んでいてもよい。
【００３１】
　第２の部分４２４は、内視鏡２０を優遇して係合し、ステム部分２９の周囲及びアクセ
サリチャネル２４に接続されるコネクタ２２のフランジ２６の下に嵌合するよう構成され
る。第２の部分４２４は、第２の部分４２４を通って延在し、内視鏡２０のアクセサリチ
ャネル２４と密接に嵌合する大きさ及び形状とされる本体部分４２３によって画成される
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開口部４４８を含んでいる。第２の部分４２４は、第２の部分４２４の表面４３５がコネ
クタ２２のフランジ２６の下で摺動するように、内視鏡２０のアクセサリチャネル部分の
上で横方向に摺動するよう構成される。幾つかの内視鏡２０において、上で説明したよう
に、コネクタ２２はステム部分２９上で平坦側面部分３１と共に設けられてもよい。内視
鏡２０に応じて、平坦側面部分は異なる向きにあってもよい。アダプタ４１０の第２の部
分４２４における開口部４４８は、平坦側面部分の向き又は円筒形或いは楕円形ステムの
大きさにかかわらず、第２の部分４２４の本体部分４２３がコネクタ２２を抱え、コネク
タ２２のステム部分２９を覆って嵌合することを可能にする。第２の部分４２４は、内視
鏡２０に抗してアダプタ４００を保持するようコネクタ２２のフランジ２６の下に嵌合す
る大きさ及び形状とされる表面４３５を更に含む。コネクタ２２は開口部４４８通って延
在し、第２の部分４２４が図１６に示すようにアクセサリチャネル２４の周囲で内視鏡上
に密接に嵌合する場合、フランジ２６は表面４３５の一部分の上に延在する。第２の部分
４２４は、また、以下で説明するように、第１の部分４２２を閉鎖し、固定するためのク
ロージャ４３０を含んでいてもよい。クロージャ４３０は一対の可撓性脚部４２６によっ
て本体部分４２３へ接続されてもよい。第２の部分４２４は、また、内視鏡２０上にアダ
プタ４００を回動自在に固定するよう内視鏡２０の上に嵌合する大きさ及び形状とされる
第２の対の可撓性脚部４２７を含んでいてもよい。
【００３２】
　アダプタ４００の第２の部分４２４は、図１５及び１６に示すように、ヒンジ４２８に
よって第１の部分４２２へ接続されてもよい。代替として、第２の部分４２４は、第１の
部分４２２とは別々に設けられるか、又は、当業者にとって公知の任意の手段によって接
続されてもよい。第２の部分４２４がコネクタ２２の部分２９の上であり、フランジ２６
の下で横方向に摺動自在であり、次いで、第１の部分４２２が、第１の部分４２２上の対
応するクロージャ４３１へ接続されるクロージャ４３０によって、コネクタ２２の上で、
第２の部分４２４へ固定されてもよいように、アダプタ４００は開位置においてヒンジ４
２８と共に設けられてもよい。フランジ２６はアダプタ４００の第１の部分４２２と第２
の部分４２４との間に固定される。幾つかの実施形態において、クロージャ４３０は第１
の部分４２２と一体に形成され、アダプタ４１０をアクセサリチャネル３０のコネクタ２
８へ固定するよう第２の部分４２４のクロージャ４３１の上へスナップ留めする。代替と
して、クロージャ４３０は、第１の部分４２２を第２の部分４２４と共に且つコネクタ２
８上に固定する別片として設けられてもよい。第２の部分４２４は、また、第１の部分上
への第２の部分の閉鎖を容易にするよう握持部材４４０を含んでいてもよい。
【００３３】
　図１７は、コネクタの部分２９へ固定されるアダプタ４００及び第２の部分４２２へ固
定される第１の部分４２４並びにそれらの間のフランジ２６を示している。第２のセット
の可撓性アーム４２７はアダプタ４００を回動自在に固定するよう内視鏡２０の周囲に固
定される。細長い医療装置はコネクタ４５０へ接続されてもよく、装置は開口部４４４を
通って挿入されてもよい。第２のセットの可撓性アーム４２７は、医療装置がアダプタ４
００に対して接続され、取り外される場合、及び、医療装置がアクセサリチャネル２４を
通って使用中である場合、アダプタ４００が所定位置に残るように、内視鏡２０の両側に
位置決めされる。
【００３４】
　前記の図面及び開示は例示することを目的とし、網羅することを意図しない。この説明
は多くの変形例及び代替例を当業者に提案する。全てのかかる変形例及び代替例は添付特
許請求の範囲の適用範囲内に包含されることを目的としている。当該技術とのそれらの類
似は本明細書中で説明した特定の実施形態に対して他の均等物を認識する可能性があり、
その均等物も添付特許請求の範囲によって包含されることを目的としている。任意の他の
細長い医療装置に対する発明の原理の適用は当該技術における通常の技術内にあり、添付
特許請求の範囲の適用範囲内に包含されることを目的としている。
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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月28日(2019.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　幾つかの実施形態において、アダプタ２００及びアダプタ３００は図１３Ｂ及び１４Ｂ
に示すように可撓性シール３８０と共に用いられてもよい。可撓性シール３８０はアクセ
サリチャネル２４において現行のコネクタ２２及び内視鏡２０の本体を覆って嵌合する。
シール３８０はアクセサリチャネル２４へ操作可能に接続する内腔３８３のための開口部
３８２を含んでいる。シール３８０は、内視鏡２０のコネクタ２２の上のシール３８０の
配置を容易にすることを助けるよう１つ以上のタブ３８４を含んでいてもよい。シール３
８０の内腔３８３は第１の部分２０２、３０２の管状体２１５、３１５をそれぞれ受ける
大きさとされている。幾つかの実施形態において、第２の部分３０４は開口部３８３内部
に位置決めされてもよい。代替として、第２の部分３０４の下面３４４はアダプタ３８０
の上面３８５と当接してもよい。両代替例において、管状体３１５は内腔３８３を通って
、内視鏡２０のアクセサリチャネル２４内へ延在する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療装置を内視鏡へ接続するためのアダプタであって、前記医療装置及び前記内視鏡は
互換性のないコネクタを有し、前記アダプタは、
　第１の部分であって、
　　細長い医療装置へ接続するための接合コネクタを有する近位端部分と、
　　前記内視鏡のアクセサリチャネルへ操作可能に接続するよう適合される遠位端と、
　　前記接合コネクタより遠位であり、前記接合コネクタの直径よりも大きい直径を有す
る第１のフランジと、
　　前記第１のフランジから前記遠位端へ遠位に延在する管状体であって、前記アクセサ
リチャネル内への少なくとも部分的な挿入のための大きさ及び形状とされる管状体と、
　　前記近位端部分から前記遠位端へ前記第１の部分を通って延在する内腔であって、そ
れを通る前記医療装置の一部分を受けるよう適合される内腔と
を備える第１の部分を備える、アダプタ。
【請求項２】
　前記内視鏡の前記コネクタに接触するための表面とそれを通って延在する内腔とを有す
る第２の部分を更に備え、前記第２の部分の前記内腔はそれを通る前記管状体を受ける大
きさ及び形状とされる、請求項１に記載のアダプタ。
【請求項３】
　前記第１のフランジは１つ以上の凹みを備える握持部分を備える、請求項１に記載のア
ダプタ。
【請求項４】
　第２のフランジを更に備え、前記第２のフランジは握持部分を備える、請求項１に記載
のアダプタ。
【請求項５】
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　前記第２の部分は前記内視鏡上の前記コネクタの下に延在するよう適合されるフランジ
を備える、請求項２に記載のアダプタ。
【請求項６】
　前記第２の部分は前記第１の部分よりも大きい可撓性を有する、請求項２に記載のアダ
プタ。
【請求項７】
　前記第２の部分は前記内視鏡の前記コネクタを取り囲み、前記第１の部分の前記管状体
は前記第２の部分を通り、前記アクセサリチャネル内へ延在する、請求項２に記載のアダ
プタ。
【請求項８】
　前記第２の部分は、前記第２の部分が前記内視鏡の前記コネクタと前記第１の部分との
間に位置決めされるように、前記第１の部分の下面上の溝に少なくとも部分的に嵌合する
、請求項２に記載のアダプタ。
【請求項９】
　第３の部分を更に備え、前記第３の部分は前記第２の部分の上に少なくとも部分的に嵌
合し、前記第３の部分は前記第２の部分を前記コネクタの上に固定する、請求項２に記載
のアダプタ。
【請求項１０】
　前記第３の部分は前記第２の部分に比べて剛体である、請求項９に記載のアダプタ。
【請求項１１】
　前記第３の部分は、前記アダプタを前記内視鏡へ固定するよう開位置から閉位置へ可動
なロッキングタブを備える、請求項９に記載のアダプタ。
【請求項１２】
　前記第１のフランジは前記第２の部分の前記内腔内部に位置決め可能であり、前記管状
体の前記遠位端は前記アクセサリチャネル内へ延在する、請求項４に記載のアダプタ。
【請求項１３】
　前記内視鏡の前記コネクタの上に嵌合するシールを更に備え、前記管状体の前記遠位端
が前記アクセサリチャネル内へ延在するように、前記第１の部分は前記シールの内腔を通
って延在する、請求項１に記載のアダプタ。
【請求項１４】
　医療装置を内視鏡へ固定する方法であって、前記医療装置及び前記内視鏡は互換性のな
いコネクタを有し、前記方法は、
　前記第１の部分の遠位端が前記内視鏡のアクセサリチャネル内へ延在するように、アダ
プタの第１の部分の管状体を内視鏡内へ挿入することと、
　前記医療装置が前記第１の部分上で前記接合コネクタへ接続可能であるように、前記第
１の部分の近位端部分上の接合コネクタが前記内視鏡の前記コネクタの近位に延在するよ
うに、前記第１の部分を前記内視鏡のコネクタと操作可能に接触させることと
を含む、方法。
【請求項１５】
　可撓性の第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタの上に位置決めすることと、前記第１
の部分の前記管状体を前記第２の部分の内腔を通って挿入することとを含む、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタへ固定するよう第３の部分を前記第２の部
分の一部分の上に位置決めすることを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２の部分を前記内視鏡の前記コネクタへ固定するよう前記第３の部分上のロッキ
ングタブを開位置から閉位置へ動かすことを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２の部分の上に前記第３の部分を位置決めする前に前記第２の部分の前記内腔を
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通って前記管状体を挿入することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　シールを前記内視鏡の前記コネクタの上に位置決めすることと、前記管状体の遠位端が
前記アクセサリチャネル内に位置決めされるように前記シールの内腔を通って前記第１の
部分の前記管状体を挿入することとを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記医療装置の遠位端が前記管状体を通って、前記アクセサリチャネル内へ延在するよ
うに医療装置を前記アダプタ内へ挿入することと、前記医療装置を前記第１の部分の前記
接合コネクタへ接続することとを更に含む、請求項１４～１９のいずれか一項に記載の方
法。
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